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はじめに 

 

 昨年、全国の交通事故死者数は、前年より26人少ない2,610人で統計が

ある昭和23年以降最少となり、事故発生件数は約4,000件減少し、負傷者

数は約5,700人減少しました。 

また、北海道の交通事故死者数は115人で、前年より5人減少し、北海道

の交通事故統計が残っている昭和22年以降最少を更新しましたが、事故発生

件数と負傷者数は、前年より増加しました。 

 

 このように交通事故の減少傾向が続いていることは、国や地方自治体の各種

施策や、関係機関団体の皆様の地道な活動はもとより、住民の皆様による交通

事故防止に対する意識の高まりによる結果であると思っております。 

 

 一方、本市における令和４年中の人身交通事故の発生件数は109件で、前

年より３件減少し、負傷者数は130人で、前年より１人減少しており、死亡

事故の発生はありませんでした。 

しかしながら、死亡事故につながるような重傷事故や歩行者や自転車が被害

にあう事故については後を絶たない状況であり、引き続き本市の交通安全計画

の基本理念である「交通事故のないまち」を目指し、今後も各種交通安全施策

に取り組んでいく必要があると考えております。 

 

 また、全国における交通事故の統計を見てみると、６５歳以上の高齢者が死

者数の56.4%を占めており、高齢運転者が関与する重大事故や高齢歩行者が

被害にあう事故が頻発しており、道内や市内も例外ではなく、高齢者が当事者

となった交通事故が多く発生しています。よって、今年も高齢者対策を重点

に、子どもからお年寄りまで幅広い年齢層に応じた各種施策を実施してまいり

ます。 

 

この「セーフティきたひろしま」は、令和４年中に市内で発生した交通事故

を統計数値により分析し、概要としてまとめたものです。幼児・児童等の指導

や、高齢者事故防止の啓発、自治会・各団体や企業等の交通安全啓発の参考資

料として活用していただければ幸いです。 

 

令和５年４月 

 

北広島市交通安全運動推進委員会 

会長 北広島市長  上野 正三 
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【市内・全道・全国の発生概況】交通事故はどのくらい起きているか 

※ここでいう交通事故とは人身事故のことです。死傷者が出ていない交通事故は含んでいません。 

【北広島市民が交通事故にあう確率】 

 令和 4年の市内で発生した交通事故傷者の総数 130人は、市民の441人に1人が交通事故にあったこ

とになります。（令和4年12月末日現在、人口57,352人） 

【道内の高齢者の交通死亡事故】 

 道内ではどのくらいの高齢者の方が亡くなっているか 

16歳～19歳

2人 1.7%

20歳～24歳

4人 3.5%
25歳～29歳

1人 0.9%

30歳代 4人

3.5%

40歳代 18人

15.7%

50歳代 11人

9.6%

60歳～64歳

11人 9.6%

65歳以上

63 人

54.8%

北海道内の年齢別交通事故死者数

15歳以下

1人0.8％

 

状    態 死者数 構成率(％)

自動車運転中 18 28.6

自動車同乗中 7 11.1

歩　行　中 27 42.9

自転車乗車中 7 11.1

自動二輪運転中 3 4.8

その他 1 1.6

合    計 63 100.0  

【高齢者の死者63人の内訳】 

令和4年中、道内で交通事故により亡くなった115人中、65歳以上の高齢者は63人(54.8％)で、5割強

を占めています。 

そのうち、状態別では、歩行中が27人(42.9％)、自動車乗車中が25人(39.7%)となっています。 

 歩行中の27人のうち、14人は歩行者側に違 

反があり、主なものとして信号無視４人、走行車 

両の直前直後横断3人、飛び出しと横断歩道外横 

断がそれぞれ2人となっています。 

事故にあわないために、歩行者も交通ルールを 

守り、夜間は明るい色の服装や夜光反射材の活用 

に努めましょう。 

発生件数、傷者数はわずか

ですが減少しており、死亡事

故も発生しておらず、７月に

交通事故死ゼロ1,300日を達

成しています。 

発生件数、傷者数は、いずれ

も２年連続で増加しましたが、

死者数は、統計が残っている昭

和 22 年以降最少を記録しま

した。 

発生件数、傷者数は大幅に減

少しており、死者数は、前年よ

り26人減少し、6年連続で昭

和23年以降最少を更新してい

ます。 

１ 

【北広島市】

区  分 令和４年 令和３年 増  減 増減率

発生件数 109(1) 112(5) -3 -2.7

死 者 数 0(0) 0(0) ±0 ±0 

傷 者 数 130(1) 131(7) -1 -0.8

【北海道】

区  分 令和４年 令和３年 増  減 増減率

発生件数 8,457 8,304 153 1.8

死 者 数 115 120 -5 -4.2

傷 者 数 9,785 9,598 187 1.9

【全国】

区  分 令和４年 令和３年 増  減 増減率

発生件数 301,193 305,196 -4,003 -1.3

死 者 数 2,610 2,636 -26 -1.0

傷 者 数 356,419 362,131 -5,712 -1.6

※高速道路を含む。（　）は高速道路での事故で、内数



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交通事故の発生状況について過去 10 年間の推移を見てみると、発生件数は多少の増減を繰り返しならが減

少傾向になり、令和 2 年からは１１０件前後まで減少傾向しており、令和 4 年は過去１０年間で最も少ない

109件数となっています。 

 過去 10年間の交通事故死者は 10人で、年代別では、40歳代と 50歳代がそれぞれ 3人、20歳代、30

歳代、60歳代、80歳代がそれぞれ1人という内訳になっています。 

 死者の居住地別では、市内居住者が4人、市外居住者が6人となっており、男女別では、男性9人、女性1

人となっています。 

 状態別では、第1当事者（相対的に過失が重い方）の運転者・同乗者が4人、第2当事者の運転者・同乗者

が3人、歩行者が3人で、歩行者のうち道路横断中が2人、65歳以上の高齢者が1人となっています。 

 発生の時間帯別では、午前６時から午後６時までの昼間は3人、午後6時から午前6時までの夕方から早朝

までは7人で、特に午後10時から午前2時までの深夜の時間帯で４人が亡くなっています。 

【市内交通事故の月別発生状況】毎月どのくらい交通事故が起きているか 

【市内交通事故の曜日別発生状況】何曜日に交通事故が多く起きているか 

 令和 4年中の曜日別発生状況では、土曜日が 19件と最も多く、次いで日曜日が18件、火曜日が 17件と

なっており、金曜日から日曜日の週末の３日間に4割強の47件発生しています。 

週末に出かける際には、運転に不慣れなドライバーが多いことに配意して、周囲の車両や歩行者にやさしい

運転に心がけましょう。 

２ 

【市内の交通事故の推移】過去１０年間に交通事故はどのくらい起きているか 

 令和 4年中の月別発生状況を見てみると、2月が15件と最も多く、次いで6月が14件、12月が12件、

8月・9月・11月がそれぞれ10件となっています。 

 １年を通して夏・冬道ともに慣れた時期に多く発生しています。事故防止のためには、道路環境に慣れた時期

に油断せず、スピードダウンの励行と確実な安全確認に努めましょう。 

また、冬道は、道路幅が狭く、雪山の陰から車両や歩行者が飛び出してくることを予想して、スピードダウン

の励行に努め、スリップを起こさないため急のつく操作や不用意な操作（ハンドル、ブレーキ、アクセル）をし

ないように努めましょう。 

年 H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 R4 合 計

発生件数 195 165 155 183 156 145 136 111 112 109 1,467

死 者 数 4 2 1 1 0 1 1 0 0 0 10

傷 者 数 250 206 188 211 186 167 168 137 131 130 1,774

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

発生件数 3 15 9 6 5 14 6 10 10 9 10 12 109

死 者 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

傷 者 数 4 17 10 7 6 18 9 11 13 10 12 13 130

曜  日 月  曜 火  曜 水  曜 木  曜 金  曜 土  曜 日  曜 合  計

発生件数 14 17 13 18 10 19 18 109

死 者 数 0 0 0 0 0 0 0 0

傷 者 数 17 17 16 22 12 23 23 130



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 令和 4年中の時間別発生状況では、8時から10時までが21件と最も多く、次いで10時から12時まで

の17件となっています。 

 夜から朝にかけての時間帯の発生が少ないですが、通勤･通学の時間帯から急に発生が多くなり、日中・夕方

の買い物・帰宅時間帯までの発生が続いています。特に6時から14時までの時間帯は、発生件数63件、傷

者数77人となっており、どちらも全体の6割近くを占めています。 

日中の時間帯は、通勤・買物・観光などの目的で市内を訪れる車両・歩行者が多く、特に商業施設周辺では、

道路に不慣れな買い物客が多いことから、確実な左右の安全確認と歩行者や車両の動静に注意しましょう。 

また、住宅街や商業施設の付近の横断歩道のない道路を横断する高齢者などが散見されるため、歩行者の動

静に注意しましょう。特に、信号機のない横断歩道を渡ろうとしている歩行者を見かけた時は、横断歩道の手

前で車両を停止させ、歩行者が安全に横断できるように配慮しましょう。 

【市内交通事故の時間別発生状況】何時頃に交通事故が多く起きているか 

３ 

これはウインカー（合図）に関する問題です。上の2つの図面を見て考えてみましょう。  

同じようなY字路ですが、Aの方向へ車両（赤色）を進行させる場合、左右どちらのウインカーを

点灯させるのか考えてみましょう。       ※ 答えは、9ページ下欄に記載しています。                   

                    

A 問1 問 2 A 

上の図のような Y 字路では、どちらのウインカーを点

灯させるのか迷うと思います。 

しかし、左の図の様な Y 字交差点の場合で考えてみる

と理解しやすいと思います。 

交差点で、一時停止後にハンドルを左に切る時は「左の

ウインカー」、右にハンドルを切る時は、「右のウインカー」

を点灯させます。しかし、一時停止がなく「付加車線」で

本線に合流する交差点では、車線変更して本線に進入する

ので「右ウインカー」を点灯させ車線変更します。 

どっちのウインカーを出したらいいの? 

時  間 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ 10～ 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～ 合  計
発生件数 0 1 4 13 21 17 12 9 13 12 5 2 109
死 者 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
傷 者 数 0 1 4 16 22 21 18 9 17 15 5 2 130

分 
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【市内交通事故の年齢別・状態別発生状況】 

どのような年齢層がどのような状況で交通事故にあっているか 

 令和 4 年中に起きた事故の負傷者について年齢別・状態別を見てみると、年齢別では、40 歳代が 34 人

（26.2％）と最も多く、次いで 50 歳代が 25 人、20 歳代が 20 人となっており、働き盛りの 20 歳代～

50歳代が98人で全体の7割強を占めています。 

 状態別では、運転中が93人（71.5%）と最も多く、同乗中の16人と合わせると109人となり、全体の

8割を超えています。 

 全体を見ると、二輪を含む車両に乗車中の事故で8割を超える方がケ

ガをしています。また、歩行中の事故は、10 歳代と７０歳以上の高齢

者以外の年齢層になっています。 

 運転中にケガをされた方は、20～50歳代が多く、働き

盛りの世代に多いことがわかります。 

４ 

※構成率の数値は四捨五

入してあるため、合計と

内数の計が一致してい

ない箇所があります 

構成率

乗用車 貨物車 二輪車 乗用車 貨物車 （％）

未就学児 1 1 0.8

幼稚園児 0 0.0

小学生 1 1 2 1.5

中学生 2 2 1.5

高校生 0 0.0

～19歳 3 1 4 3.1

20歳代 2 1 12 1 1 2 1 20 15.4

30歳代 2 1 13 2 1 19 14.6

40歳代 3 22 7 1 1 34 26.2

50歳代 1 2 17 2 2 1 25 19.2

60歳代 3 5 2 10 7.7

70歳～ 2 6 1 4 13 10.0

合   計 12 7 2 78 13 2 13 3 130 100.0

構成率 60.0 10.0 1.5 10.0 2.3

（％）

合  計年  齢 歩行中
電車汽車

軽車両等

同 乗 中

9.2 1.5
12.3

運 転 中

71.5

自転車

乗用中

5.4



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【市内交通事故の通行目的別発生状況】 

どのような用事の時に交通事故が起きているか 

 令和 4年中の通行目的別発生状況を見てみると、｢業務｣が 37件と最も多く、次いで「通勤」が31件、

「買い物」が１９件となっています。前年と比較すると、「業務」、「通勤」が大きく増加し、「買い物」が減

少しています。 

高齢者や 守ってね 

※（  ）は令和3年との対比 

 

子どもなどの 交通弱者を 

５ 

通行目的

業　　務 37 （+10） 0 （±0） 44 （+13）

通　　勤 31 （+12） 0 （±0） 34 （+13）

通　　学 1 （-2） 0 （±0） 1 （-3）

観光･娯楽 5 （-4） 0 （±０） 6 （-5）

ドライブ 2 （-2） 0 （±０） 3 （-3）

飲　　食 1 （-1） 0 （±0） 1 （-1）

買  い  物 19 （-8） 0 （±０） 23 （-11）

訪　　問 6 （-3） 0 （±０） 9 （-1）

送　　迎 2 （-4） 0 （±０） 2 （-4）

通　　院 2 （+2） 0 （±0） 2 （+2）

帰　　省 1 （-1） 0 （±０） 2 （±０）

そ  の  他 2 （-1） 0 （±０） 3 （±０）

不明 0 （-1） 0 （±0） 0 （-1）

合　　計 109 （-3） 0 （±0） 130 （-1）

発生件数 死者数 傷者数



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【市内交通事故の類型別発生状況】どのような事故が多く起きているか 

※「背面通行中」とは、歩行者の後方から車両が衝突する事故 

※（  ）は令和3年との対比 

 令和4年中の類型別発生状況を見てみると、車両相互が88件と最も多く、そのうち追突が40件と4割

強を占めており、その約9割が停止中の車に追突する事故でした。運転中は、十分な車間距離の確保と前方

の車両の動静を注視するとともに、早めにブレーキをかけるようにしましょう。 

 人対車両の事故は 11件で、そのうち横断歩道横断中の事故が 4件でした。交差点はもちろんですが、信

号機のない横断歩道、住宅街、大型店舗の駐車場などでは歩行者の動静に注視した運転に努めましょう。  

また、歩行者は、横断歩道のある場所で道路を渡る、信号を守る、斜め横断はしない、車の前後から横断し

ない、道路を横断する前に立ち止まり、必ず左右の安全確認をしてから渡り出すようにしましょう。薄暮時

から夜間に外出する時は、夜光反射材をつける、明るい服装にするなど事故にあわないように努めましょう。 

人対車両

10.1%

自転車

対車両

6.4%

車両相互

80.7%

発生件数 109件

人対車両

9.2%

自転車

対車両

5.4%

車両相互

81.5%

車両単独

3.8%

傷者数 130人

発生件数 死 者 数 傷 者 数

3 0 3

4 0 4

1 0 1

3 0 4

11 0 12合  計

歩行者事故の内訳

そ　の　他

背面通行中※

路上作業中

横断歩道横断

車両単独 
2.8% 

発生件数 死者数 傷者数

進 行 中 5 0 5

そ の 他 35 0 45

20 0 22

5 0 6

1 0 1

1 0 1

右折直進 7 0 8

その他 1 0 1

13 0 17

88 0 106

そ  の  他

合     計

車両相互の内訳

追 突

出会い頭

追越し・追抜時

左折時

すれ違い時

右折時

自転車事故の内訳 発生件数 死 者 数 傷 者 数

通行禁止違反 1 0 1

一時不停止 1 0 1

その他 1 0 1

違 反 な し 4 0 4

合     計 7 0 7

類 型 別

人対車両 (歩行者事故) 11 （-3） 0 （±0） 12 （-3）

自転車対車両 (自転車事故) 7 （-1） 0 （±0） 7 （-1）

車  両  相  互 88 （±0） 0 （±0） 106 （±0）

車  両  単  独 3 （+1） 0 （±0） 5 （+3）

合  計 109 （-3） 0 （±0） 130 （-1）

発生件数 死 者 数 傷 者 数
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【市内交通事故の違反別発生状況】 

どのような違反があって交通事故を起こしているか 

令和4年中の交通事故の違反別発生状況を見てみると、安全運転義務違反（うっかりミス）が85件で８割

近くを占めています。そのミスの多くは、前方不注意、前左右不確認です。脇見をせずに、運転に集中し、前

後左右の車両や歩行者の動静に注意を払って、安全運転に努めましょう。 

【市内交通事故の第１当事者の年齢層別発生状況】 

どの年代の人が多く交通事故を起こしているか 

 令和 4年中の交通事故で、第１当事者の年齢層別発生状況を見てみると、60歳代が最も多く、次いで20

歳代、40歳代、50歳代、30歳代の順となっており、働き世代の年齢層による事故が多い状況となってい

ます。令和3年と比較すると、交通事故が減少傾向にある中、60歳代が大きく増加しています。 

※（ ）内は令和3年との対比 

７ 

歩行者の違反 死 者 数 傷 者 数 自転車の違反 死 者 数 傷 者 数

斜め横断 0 1 通行禁止違反 0 1

違反なし 0 11 一時不停止 0 1

合　計 0 12 その他 0 1

違反なし 0 4

合　計 0 7

2 23 10 21 17 25 9 2 109 0

（-1） （+4） （-6） （+4） （+2） （+6） （-8） （-2） （-1） （-2）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（±０） （±0） （±0） （±０） （±０） （±0） （±０） （±０） （±0） （±０）

2 27 11 26 19 31 12 2 130 0

（-1） （+5） （-9） （+7） （±０） （+10） （-8） （-2） （+2） （-3）

80歳代
以上

ドライバー

以外
50歳代年 齢 層 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 合　計

発生件数

死 者 数

傷 者 数

60歳代 70歳代

車両の違反 発生件数 死 者 数 傷 者 数 発生件数 死 者 数 傷 者 数

追越し 1 0 1 前方不注意 28 0 39

歩行者妨害 4 0 4 動静不注視 11 0 11

最高速度 1 0 1 前左右不確認 29 0 35

信号無視 4 0 4 ハンドル操作 2 0 2

一時不停止 3 0 3 ブレーキ操作 6 0 6

車間距離 1 0 1 後方不確認 7 0 9

交差点安全通行 3 0 4 その他 2 0 2

交差点徐行 3 0 4 85 0 104

安全運転義務違反 85 0 104

その他の違反 4 0 4

合　計 109 0 130

合　計

安
全
運
転
義
務
違
反

安全運転義務違反
の内訳



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

態様

年別

令和4年 2 2 9 6 0 19

令和3年 1 0 5 1 0 7

令和2年 2 1 13 5 0 21

令和元年 1 1 12 4 1 19

平成30年 4 2 17 2 0 25

自動車･二輪車
合  計歩 行 中 自転車乗用中

運 転 中
特殊車乗車中

同 乗 中

 

 
 
 
 
 
 
 

 

態様

年別

令和4年 2 0 14 3 1 20

令和3年 3 2 17 5 0 27

令和2年 3 2 16 6 0 27

令和元年 2 2 18 7 0 29

平成30年 0 1 24 5 0 30

自動車･二輪車
合  計歩 行 中 自転車乗用中

運 転 中

電車汽車
軽車両等同 乗 中

 

 

【市内交通事故の高齢者の事故状況（過去5年間）】 

過去5年間で高齢者（65歳以上）の方はどのくらい交通事故にあっているか 

 令和 4年中の高齢者の傷者数は、前年と比較すると12人増加し、状態別傷者数を見てみると、運転中、同

乗中が大幅に増加しています。また、歩行中と自転車乗用中がそれぞれ2人でした。 

 歩行者・自転車は、交通事故で重傷になる可能性が高くなるため、気を付けて行動しましょう。 

 令和 4年中の若年者の傷者数は、前年まで３０人前後で高止まりしていましたが、大幅に減少しました。 

 しかし、年代別で見ると、40歳代、50歳代に次いで3番目に多い20人が負傷しています。 

状態別では、自動車・二輪車の運転中と同乗中の負傷が8割強の17人となっています。 

また、２０歳代が第1当事者となる事故は23件発生しています。交通ルールを守り、安全運転に努め、

事故を起こさない、事故にあわないようにしましょう。  

 令和 4年中の自動車乗車中に交通事故で負傷した107人のうち、3人（2.8%）がシートベルト非着用でし

た。シートベルト・チャイルドシートは、乗車している人の命を守るものであり、確実に装着しましょう。 

 また、自転車・二輪車に乗車して負傷した9人のうち、6人（66.7%）がヘルメット非着用で、うち1人が

重症でした。自転車事故での致命傷は、頭部を損傷する場合が多いので、乗用ヘルメットを着用しましょう。 

【市内交通事故のシートベルト・ヘルメット着用状況】 

事故にあった時にシートベルト・ヘルメットは着用しているか 

【市内交通事故の若年者の事故状況（過去5年間）】 

過去5年間で若年者（２０歳代）の方はどのくらい交通事故にあっているか 

若年者（20歳代）の状態別死傷者数の推移 

高齢者（６５歳以上）の状態別傷者数の推移 

８ 

着用 

104人 

非着用3人 
着用 3人 非着用6人 

シートベルト 
着用状況 
（対象107人） 

ヘルメット 
着用状況 
（対象9人） 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

交通事故防止に関する視点や注意点については、運転

者や歩行者など立場の違いによって変わってきます。 

 各家庭で交通安全について話し合ってみるとともに、

お出かけの際は、家族での声かけを励行しましょう。 

 令和 4年中の道路別の発生は、国道が41件（37.6％）で最も多く、次いで市道が32件（29.4%）、道道

が29件（26.6％）となっており、国道と市道での事故が約７割を占めています。 

  前年と比較すると、国道が1件、道道が2件、高速道路が4件減少しましたが、市道が7件増加していま

す。また、その他の道路（駐車場など）は、前年より3件減少しましたが、6件発生しています。 

道路や店舗の駐車場内では、速度を抑え、周囲の車や歩行者の動静に注意し、交通事故防止に努めましょう。 

【市内交通事故の道路別発生状況】 

市内を走る各道路で交通事故はどのくらい起きているか 

９ 

 
 

 

交差点は、交通事故の多い場所だ 

から、どんなところに注意して 

渡ったらいいのか考えてみよう 

チェック！ 

チェック！ 

チェック！ 
チェック！ 

※3頁の答え～問1 左ウインカー  問 2 右ウインカー 

道路種別

区  域 36号 274号 小計 江別恵庭
栗山
北広島

その他 小計

発生件数 27 14 41 10 16 3 29 32 1 6 109

死 者 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

傷 者 数 30 19 49 12 20 4 36 35 1 9 130

合 計
国    道 道    道

市 道
高速
道路

その他
道 路



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 昨年、西の里地区では、交通事故が17件発生し、重傷者1人を含む19人が負傷しています。 

 前年と比較すると、発生件数が9件、負傷者数が9人増加しています。 

 特徴としては、道路別では、国道274号が11件、市道が6件となっています。 

 道路の形状別では、直線が9件、交差点が8件となっており、事故の態様別では、追突が7件、出会い頭

が４件、車対車が３件で、その他は人対車、右折直進、横断歩道がそれぞれ1件発生しています。 

 国道における事故は、直進が６件、交差点が5件で、主な態様別は、追突が6件、車対車が３件でした。 

当事者の居住地別では、17件のうち3件の第1当事者が市内居住者で、負傷者19人のうち3人が市内

居住者となっており、軽傷でしたが市外居住の歩行者2人が負傷しています。 

 国道は、多くの市外居住者の車両が通行していますので、安全な車間距離を保持し、早めにウインカーを出

すなど追突事故に注意するとともに、交差点での安全確認を確実に行いましょう。 

１０ 

【市内交通事故の地区別発生状況】（高速道路を除く） 

市内各地区での交通事故はどのくらい起きているか 

★西の里地区の発生状況 

★西部地区の発生状況 

 昨年、西部地区では、14件の交通事故が発生し、重傷者1人を含む15人が負傷しています。 

 前年と比較すると、発生件数が7件、負傷者数が11人減少しています。 

 特徴としては、道路別では、国道36号が11件、市道が3件となっています。 

 道路の形状別では、直線が 8件、交差点が 6 件となっており、事故の態様別では、追突が 8 件と最も多

く、次いで出会い頭による事故が2件、その他は追い越し追抜き時の事故、右折車と直進車の事故、車対車

の事故、分離帯に衝突した事故がそれぞれ1件となっています。 

 当事者の居住地別では、14 件のうち 3 件の第 1 当事者が市内居住者で、負傷者 15 人のうち 3 人が市

内居住者となっています。 

また、国道の11件の事故の特徴は、直線で7件発生し、追突事故が8件しています。 

西部地区の事故の発生件は、減少傾向にありますが、交通量の多い国道での交通事故の割合が多いため、

国道を運転する時は、安全な車間距離の保持とスピードダウンに努めるとともに、車線変更や右左折時には

早めにウインカーを出すなど追突事故防止に努めましょう。 

区   分 令和4年 住   所 発生件数 死 者 数 重傷者数 軽傷者数

発生件数 17 西 の 里 9 0 1 10

死 者 数 0 虹ヶ丘 7 0 0 7

重傷者数 1 西の里北 1 0 0 1

軽傷者数 18

区    分 令和4年 住    所 発生件数 死者数 重傷者数 軽傷者数

発生件数 14 輪厚 6 0 1 6

死 者 数 0 輪厚工業団地 2 0 0 2

重傷者数 1 輪厚中央 3 0 0 3

軽傷者数 14 島松 3 0 0 3



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

★大曲地区の発生状況 

 昨年、大曲地区では、34件の交通事故が発生し、重傷者4人を含む41人が負傷しています。 

 前年と比較すると、発生件数が10件、傷者数が8人減少しています。 

 特徴としては、道路別では、国道が 16件、道道が 10件、市道が 6 件、大型商業施設の駐車場などが 2

件となっています。道道10件の内訳は、道道栗山北広島線が7件、道道仁別大曲線が3件となっています。 

 道路の形状別では、交差点が 21 件、直線が 11 件、カーブ 2件となっており、事故の態様別では、追突

が15件、次いで出会い頭が8件、車対車の事故4件、右折時の事故3件、路上作業中の作業員に衝突、人

対車の事故、横断歩道の事故、追い越し追抜き時の事故がそれぞれ１件となっています。 

 当事者の居住地別では、34件のうち 7件の第 1当事者が市内居住者で、負傷者 41人のうち 12人が市

内居住者となっています。 

大曲地区では、市外居住の歩行者が負傷した事故が 4 件、市内居住者が自転車乗用中に負傷した事故が 2

件発生しており、大型商業施設の周辺や通行量の多い道路を走行する時は、他の車の動静だけでなく、歩行者

や自転車に注意を払った運転に気を付けましょう。また、追突事故 15 件のうち国道で 11 件発生している

ことから、前車との車間距離を確実に確保するとともにスピードダウンの励行、早めのウインカーなど追突

事故防止に努めましょう。  

★北広島団地地区の発生状況 

 昨年、北広島団地地区では、6件の交通事故が発生し、6人が負傷しており、全員が軽傷でした。 

 前年と比較すると、発生件数が１件、負傷者数が1人増加しています。 

 特徴としては、道路別では、６件全てが市道で、その内訳は北進通が２件、緑陽通が 1 件、その他市道が

３件となっており、道路の形状別では、全てが交差点で、事故の態様別では、出会い頭の事故が３件、左折時

の事故、右折車と直進車の事故、横断歩道での歩行者との事故がそれぞれ１件となっています。そのうち、出

会い頭事故で自転車乗用者が1人、横断歩道を横断中の歩行者が1人負傷しています。 

当事者の居住地別では、６件のうち4件の第1当事者が市内居住者で、負傷者６人のうち３人が市内居住

者でした。  

交差点では、歩行者保護のため横断歩道の手前での停止と左右の安全確認に努めましょう。 

１１ 

区    分 令和4年 住    所 発生件数 死 者 数 重傷者数 軽傷者数

発生件数 34 大曲 7 0 2 6

死 者 数 0 大曲並木 4 0 0 4

重傷者数 4 大曲幸町 7 0 0 8

軽傷者数 37 大曲柏葉 3 0 1 2

大曲光 2 0 0 3

大曲工業団地 5 0 0 6

大曲中央 2 0 1 2

大曲南ヶ丘 3 0 0 4

大曲緑ヶ丘 1 0 0 2

区    分 令和4年 住    所 発生件数 死 者 数 重傷者数 軽傷者数

発生件数 6 青葉町 2 0 0 2

死 者 数 0 泉町 1 0 0 1

重傷者数 0 栄町 1 0 0 1

軽傷者数 6 里見町 1 0 0 1

輝美町 1 0 0 1



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★東部地区の発生状況 

 昨年、東部地区では、37件の交通事故が発生し、重傷者2人を含む48人が負傷しています。 

前年と比較すると、発生件数が8件、負傷者数が14人増加しています。 

 特徴としては、道路別では、国道が 3 件、道道が 19 件、市道が 11 件、駐車場やその他の道路が４件発

生しており、全て軽傷ですが歩行者が６人、自転車乗用者が３人負傷しています。 

 道路別の内訳は、国道 274 号線が 3 件、道道江別恵庭線が 10 件、道道栗山北広島線が 9 件、稲穂通が

４件、その他市道８件、駐車場３件、その他道路１件となっています。 

道路の形状別では、交差点20件、直線15件、カーブ2件となっています。 

事故の態様別では、追突が 12 件と最も多く、次いで出会い頭が 9 件、車対車の事故が６件、右折車と直

進車の事故、歩行者に背面から衝突した事故、追い越し追抜き時の事故がそれぞれ２件、横断歩道での歩行者

の事故、駐車車両への衝突事故、人対車の事故、すれ違い時の事故がそれぞれ１件発生しています。 

 当事者の居住地別では、３７件のうち 11 件の第 1 当事者が市内居住者で、負傷者 46 人のうち 14 人が

市内居住者となっています。また、負傷した歩行者6人のうち 2人は市内居住者で、自転車乗用中の負傷者

3人のうち2人が市内居住者でした。 

東部地区は、今年から北海道ボールパークＦビレッジが開業される関係で、周辺道路やアクセス道路の整備

が進められましたが、車両の通行量が増加し渋滞になる時間帯があると考えられます。このことによって、地

理不案内の車両が走行していたり、通常よりも時間がかかったりすることがあると思いますが、運転中はイラ

イラせず、スピードダウンの励行と他車や歩行者・自転車に道を譲ることのできる優しい運転に心がけて、交

通事故を起こさない、交通事故にあわないよう安全運転に努めましょう。 

１2 

区    分 令和4年 住    所 発生件数 死 者 数 重傷者数 軽傷者数

発生件数 37 中央 5 0 1 6

死 者 数 0 中の沢 5 0 0 7

重傷者数 2 美沢 4 0 0 4

軽傷者数 46 新富町東 1 0 0 1

稲穂町西 1 0 0 1

朝日町 4 0 0 6

共栄 4 0 0 6

共栄町 2 0 1 1

東共栄 1 0 0 1

富ヶ岡 2 0 0 2

北の里 5 0 0 7

南の里 3 0 0 4

東部地区は、歩行者・自転車乗用者が負傷する交通事故が9

件と、他の地区より際立って多く発生しています。幹線道路か

ら抜け道として住宅街へ入ってくる車両が、速度を落とさず

通行しているのを見かけます。歩行者・自転車の方は周囲の車

の動きに注意して、いつでも危険を回避できるように心がけ、

自分の命は自分で守るようにしましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【令和4年中の交通事故発生地点】 

※高速道路上での発生は表示 

していません。 

東部地区 

西の里地区 

北広島団地地区 
大曲地区 

西部地区 

国道274号 

国道 36号 

道央自動車道 

道道栗山北広島線 

道道江別恵庭線 

JR千歳線 

市道大曲椴山線 

市道大曲通線 

市道大曲東通線 

市道広島輪厚線 

市道輪厚中の沢線 

道道大曲工業団地美しが丘線 
   （羊ヶ丘通） 
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～1件     ～2 件 

 

 

～3件     

1 2 

3 

道道仁別大曲線 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北広島市内では、平成25年 
から令和４年までの10年間で 
10 人の方が亡くなっています。 
 

【交通死亡事故発生地点（過去10年間）】 

東部地区 

西の里地区 

北広島団地地区 
大曲地区 

西部地区 

国道274号 

国道 36号 

道央自動車道 

道道栗山北広島線 

道道江別恵庭線 

JR千歳線 

市道大曲椴山線 

市道大曲通線 

市道大曲東通線 

市道広島輪厚線 

市道輪厚中の沢線 

道道大曲工業団地美しが丘線 
   （羊ヶ丘通） 
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一般道路上の発生箇所 
（国道、道道、市道） 

高速道路上の発生箇所 

道道仁別大曲線 



  

1 車道が原則、左側を通行 
歩道は例外、歩行者を優先 
道路交通法上、自転車は車の仲間（軽車両）です。したがって車道と歩道の区別があると

ころは車道通行が原則で、道路の左側に寄って通行しなければなりません。 

歩道を通行できる場合※は、車道寄りの部分を徐行しなければならず、歩行者の通行を妨

げる場合は一時停止しなければなりません。 

※歩道を通行できる場合～①道路標識や道路標示によって歩道を通行できる場合 

②13歳未満の児童、幼児、７０歳以上の方など 

③車道または交通の状況から歩道通行がやむを得ない場合 

 

2 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認 
信号機のある交差点では、信号が青になってから安全を確認し、横断しましょう。 

一時停止のある交差点では、必ず一時停止をして安全を確認してから横断しましょう。 

 

3 夜間はライトを点灯 
   夜間はライトを点けなければなりません。 

自転車に乗る前にライトが点くか点検しましょう。 

 

4 飲酒運転は禁止 
   お酒を飲んだときは、自転車に乗ってはいけません。 

 

5 ヘルメットを着用 
自転車に乗るときは、乗車用ヘルメットを着用しましょう。 

幼児・児童を保護する責任のある方は、幼児を幼児用座席に乗せるときや幼児・児童が自

転車を運転するときは、幼児・児童に乗車用ヘルメットをかぶらせるようにしましょう。 

 

  自転車乗用中の死者の致命傷の部位は、頭部損傷によるものが多くなっています。 

  そのため、令和４年４月27日に公布された「道路交通法の一部を改正する法律」では、 

 全ての年齢層の自転車利用者に対して、乗車用ヘルメットの着用の努力義務を課すことが 

 定められました。 

 

自転車安全利用五則が変わりました 

全国的に自転車関連の交通事故が増加しているため、令和４年 11 月１日に自転車安
全利用五則が変更されました。 

「自転車及び歩道者専用」 

「自転車専用」 

標識 
乗車用ヘルメットの着用 

  （全年齢層） 
一時停止を守らないと・・・ 

（いつも車が来ない慣れた道路でも危険！） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２ 

令和５年における交通安全運動の推進方針（概要）～北海道 
運 動 の 目 的 道民の交通安全意識を高め、交通事故を防止する。 

年間スローガン ストップ・ザ・交通事故 ～ めざせ 安全で安心な北海道 ～ 

交

通

安

全

運

動

の

重

点 

子供と高齢者の 

安全確保 

○ 歩行者を最優先とする保護意識の醸成を図る広報啓発活動、自ら安全を守るための交通行動を

促す交通安全教育を推進する。 

○ 街頭における交通安全指導と交通ルールを身につけるための交通安全教室等を推進する。 

○ 登下校時の安全確保のための関係機関・団体による通学路の安全点検と保護・誘導活動を 

推進する。 

○ あらゆる機会に高齢者の行動特性を理解した交通安全意識の向上を図る広報啓発活動を推

進する。 

○ 高齢者が個々の身体機能を自覚した安全な交通行動となる交通安全教育や高齢者宅への訪問活

動等による交通安全指導を推進する。 

○ 運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供や安全運転サポート車の普及促進のため

の広報啓発活動を推進する。 

飲酒運転の根絶 

○ 悪質な犯罪である飲酒運転の根絶に向けて、「飲酒運転をしない・させない・許さない」という

規範意識の醸成と「そして見逃さない」という視点をもって広報啓発活動を推進する。 

○ 飲酒疑似体験の交通安全講習や就業前後における飲酒状態の点検等の普及活動を推進する。 

○ 「飲酒運転根絶ロゴマーク」やハンドルキーパー運動、「飲酒運転ゼロボックス」を周知する

など、飲食店や酒類販売店等と連携した広報啓発活動を推進する。 

○ 飲酒運転に関する情報提供の促進を図り、飲酒運転を見逃さない「社会の目」の一層の拡大を

推進する。 

スピードダウン 
○ 速度の出し過ぎによる危険性を周知する広報啓発活動を推進する。 

○ 思いやり・ゆずり合いの心を持った運転意識の醸成に向けた広報啓発活動を推進する。 

○ ドライビングシミュレータ等を活用した安全速度の遵守に向けた交通安全教育を推進する。 

シートベルトの 

全席着用 

○ 後部座席を含めた全席でのシートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の効果につい

ての広報啓発活動、着用率向上に向けた取組を推進する。 

○ 各種資器材を活用したシートベルト非着用の危険性の認識向上に向けた交通安全教育を推進す

る。 

居眠り運転の防止 

○ 長距離運転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた広報啓発活動を推進す

る。 

○ 交通安全講習、研修会等において居眠り運転防止に向けた交通安全教育を推進する。 

○ 道の駅、コンビニエンスストア等の駐車場を休憩場所に提供する「居眠り運転防止協力店」や

観光施設と連携した広報啓発活動を推進する。 

自転車の安全利用 

○ 自転車は「車両」であるということの周知を図るための広報啓発活動を推進する。 

○ 自転車シミュレータや自転車安全利用五則等の活用による自転車の交通ルールとマナー向上に

向けた交通安全教育や広報啓発活動を推進する。 

○ 乗車用ヘルメットの着用、自転車損害賠償保険等への加入に向けた広報啓発活動を推進する。 

安全意識の向上 

○ 夕暮れ時・夜間の交通事故実態及び危険性を周知し、反射材用品等の着用促進を図る広報啓発

活動を推進する。 

○ 昼間の点灯を呼びかけるデイ・ライト運動や夜間におけるハイビームの活用に向けた広報啓発

活動を推進する。 

○ 「ながら運転」や「あおり運転」の危険性を周知する広報啓発活動を推進する。 

期 

別 

運 

動 

運 動 名 春の全国交通安全運動 夏の交通安全運動 秋の全国交通安全運動 冬の交通安全運動 

実 施 期 間 5/11(木)～5/20(土) 7/13(木)～7/22(土) 9/21(木)～9/30(土) 11/13(月)～11/22(水) 

セーフティコール 

（街頭啓発） 
5/11(木) 7/13(木) 9/21(木) 11/13(月) 

期別運動の方針 

外出の機会が増える子供

や活動期に入る自転車利用

者の事故防止を図るための

活動等を推進する。 

観光・夏型レジャー等

に伴う事故防止、バイク

による事故防止及び飲酒

運転根絶を図るための活

動等を推進する。 

 夕暮れ時と夜間の高齢

歩行者・自転車の事故防

止等を図るための活動等

を推進する。 

 

 凍結路面でのスリップ

事故防止等を図るための

活動等を推進する。 

 

 

重 点 項 目 
○ 春・秋の運動においては、全国交通安全運動推進要綱の運動重点に準じ、必要に応じ北海道独自の項目を定
める。 

○ 夏・冬の運動においては、北海道の地域特性、交通事故の発生状況・特徴等を勘案する。 

交
通
安
全
の
日
等
の
運
動 

新入学(園)期の交通安全期間  ４月6日(木)～４月14日(金)  
新入学(園)児の交通事故を防止するため、通学路等における街頭啓発や安全指

導、安全教育を実施する。 

飲 酒 運 転 根 絶 の 日 7月 13日(木) 道民の飲酒運転根絶の気運を高めるため、広報啓発活動を実施する。 

交通事故死ゼロを目指す日 
5月 20日(金) 

9 月 30日(土) 

交通事故死ゼロを目指し、住民集会などの啓発行事や期別運動のセーフティ 

コールに準じた広報啓発活動を実施する。 

道 民 交 通 安 全 の 日 毎月１５日 
道民の交通安全意識の高揚を図るため、期別運動のセーフティコールに準じた

広報啓発活動等を実施する。 

自 転 車 安 全 日 毎月第1及び第3金曜日 
自転車の安全利用と事故防止を図るため、自転車利用者を対象に街頭指導、 

啓発活動等を実施する。 

その他の交通安全の日 
無事故の日(6/25) 

バイクの日(8/19) 

 地域独自の交通安全の日等に、地域・職域の実情に応じた広報啓発活動を実施

する。 

特 別 対 策 
「交通死亡事故多発警報」や「飲酒運転根絶緊急対策」の発表時に地域住民等へ緊急か

つ効果的な広報啓発、住民集会、街頭指導等を実施する。 

 



 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和5年度 北広島市交通安全運動実施計画 

月 期別運動 運動の視点 北広島市交通安全運動実施内容 

4月 

新入学(園)期の 

交通安全期間 

4月 6日（木） 

～ 

4月 14日（金） 

○新入学（新学期）を迎える子ど

もや活動期に入る自転車利用者

の事故防止をはじめ、以下の活

動等を推進する。 

・子どもの交通事故防止 

・自転車の安全利用の促進 

・全席シートベルト等の着用 

○新入学児童への啓発活動、交通安全帽子、リーフレットの

配布、小学3年生、中学1年生への自転車リーフレットの

配布 

○小学校通学路交差点の一斉交通指導 

○北広島市交通安全運動推進委員会総会 

○交通安全情報北広島第1号発行 

○セーフティきたひろしま発行 

○交通安全教室の実施 

5月 

春の全国交通安全

運動 

５月 11（木） 

～ 

５月 20（土） 

○外出の機会が増える子どもや活

動期に入る自転車利用者の事故

防止をはじめ、以下の活動等を

推進する。 

・子どもと高齢者の交通事故防止 

・自転車の安全利用の促進 

・全席シートベルト等の着用 

・夜光反射材の着用の推進 

・飲酒運転の根絶 

○パトライト作戦 

○街頭啓発（各地域毎） 

○交通安全運動懸垂幕の掲示 

○セーフティきたひろしまダイジェスト版発行、全戸配布 

○自動二輪安全運転講習会 

○交通安全教室の実施 

※5/11（木）セーフティコールの日 

※5/20（金）交通事故死ゼロを目指す日 

6月   
○交通安全教室の実施 

※6/25（日）無事故の日 

7月 

夏の交通安全運動 

 

7 月 13日（木） 

～ 

7月 22日（土） 

○観光・夏型レジャー等に伴う事

故防止、バイクによる事故防止

及び飲酒運転根絶をはじめ、以

下の活動等を推進する。 

・子どもと高齢者の交通事故防止 

・自転車乗用中の交通事故防止 

・全席のシートベルト等の着用 

・交差点の交通事故防止 

・飲酒運転の根絶 

○交通安全市民大会 

○サマーセーフティキャンペーン（小学生による街頭啓発） 

○街頭啓発（各地域毎） 

○パトライト作戦 

○交通安全情報第2号発行 

○交通安全運動懸垂幕の掲示 

○スポーツ少年団夜光反射材の配付 

○交通安全教室の実施 

※7/13（木）セーフティコールの日、飲酒運転根絶の日 

8月   

○サマーセーフティキャンペーン（小学生による街頭啓発） 

○交通安全教室の実施 

○バイク事故防止の啓発（コンビニエンスストア） 

※8/19（土）バイクの日 

9月 

秋の全国交通安全

運動 

 

9 月 21日（木） 

～ 

9月 30日（土） 

○夕暮れ時と夜間の高齢歩行者・

自転車の事故防止をはじめ、以

下の活動等を推進する。 

・全席シートベルト等の着用 

・早め点灯とデイ・ライト運動の 

推進 

・夜光反射材の着用の推進 

・飲酒運転の根絶 

○交通安全パネル展 

○高齢者向け街頭啓発（夜光反射材の配布） 

○街頭啓発（各地域毎） 

○パトライト作戦 

○交通安全情報第3号発行 

○交通安全運動懸垂幕の掲示 

○交通安全教室の実施 

※9/21（木）セーフティコールの日 

※9/30（土）交通事故死ゼロを目指す日 

10月   ○交通安全教室の実施 

11月 

冬の交通安全運動 

 

11月 13日（月） 

～ 

11月 22日（水） 

○凍結路面でのスリップ事故防止

をはじめ、以下の活動等を推進

する。 

・高齢者の交通事故防止 

・全席シートベルト等の着用 

・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車

乗用中の交通事故防止 

・早め点灯とデイ・ライト運動の推

進 

・夜光反射材の着用の推進 

・飲酒運転の根絶 

○交通安全パネル展 

○市内ガソリンスタンドへ交通安全の呼びかけ依頼 

○街頭啓発（各地域毎） 

○パトライト作戦 

○交通安全情報第4号発行 

○交通安全運動懸垂幕の掲示 

○交通安全教室の実施 

※11/13（月）セーフティコールの日 

12月   ○交通安全教室の実施 

1月   
○冬道安全運転講習会（一般・高齢者） 

○交通安全教室の実施 

2月   

○新入学児童父母向け交通安全指導用リーフレット配布 

○新入学児童交通安全呼びかけメッセージカード配付 

○交通安全教室の実施 

3月   ○交通安全教室の実施 

 



おわりに 

 

今年 3月に北海道ボールパークＦビレッジが開業しましたが、これに伴い周辺道路の新

設・整備が行われ、今後市内の交通の流れに大きな変化が予想されます。 

市内の道路事情に詳しくない観光客などの車両の通行も多くなるため、これまで以上に

交通ルールの順守、スピードダウンの励行に努め、交通事故に遭わない、交通事故を起こ

さないように気をつけましょう。 

 

また、近年全国的に自転車関連の交通事故が増加していることから、昨年４月27日に、

全ての年齢層の自転車利用者に対して、乗車用ヘルメットの着用の努力義務を課すことが

規定された「道路交通法の一部を改正する法律」が公布されました。 

この全年齢で自転車乗車用ヘルメットを着用することについては、北海道自転車条例

（平成30年４月１日施行）にも規定されています。 

自転車関連事故では、頭部の損傷により死亡・重傷に至るケースが多いため、自転車を

利用する方は、もしもの事故に備え乗車用ヘルメットを着用しましょう。 

また、歩行者との事故に備え、自転車損害賠償保険等へ加入しましょう。 

 

 道内では、平成26年（2014年）7月に小樽市のドリームビーチ、平成27年（2015

年）６月に砂川市の国道12号線において、全国的にも大きなニュースとなった飲酒運転

による死傷事故が発生しております。 

しかし、この事故により飲酒運転がなくなったわけではなく、依然道内では飲酒運転に

よる死傷事故が発生し、毎日のように飲酒運転による逮捕者が出ているのが現状で、市内

についても例外ではありません。 

「ちょっとの距離だから」「タクシーや代行を呼ぶのは面倒だから」「少しか飲んでない」

「もう酔いは醒めている」「事故を起こさなければ大丈夫」「捕まらなければ大丈夫」など

の甘い考えは、絶対に持ってはいけません。 

 

 飲酒運転は犯罪です。もし自分の大切な人が、飲酒運転による事故にあってケガをした

り亡くなったりしたら、どう思いますか。 

 

 飲酒運転をした本人だけでなく、運転することをわかっていてお酒を勧めた人、車を貸

した人、同乗した人も処罰されることがある悪質で重大な犯罪であるという自覚と「飲酒

運転をしない、させない、許さない」という強い意識を持ち、飲酒運転を根絶しましょう。 

 

 北広島市交通安全運動推進委員会では、今後も関係機関や団体等との緊密な連携の下、

交通事故のない、「安全で安心な住みよい北広島市」を目指し、交通事故防止対策を推進し

てまいります。 

 

ご協力をよろしくお願いします。 
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